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回答書

令和８年度鳥取県自治会・町内会の課題発見・解決ワークショップ業務に係る質問について、以下の通り回答します。

		番号

		資料該当箇所

		質問事項　

		回答



		1

		資料名：令和８年度鳥取県自治会・町内会の課題発見・解決ワークショップ業務委託仕様書



５（１）開催方法

		仕様書にございます「５回のワークショップ」の実施について、同一のプログラムで差し支えないでしょうか。あるいは、５回とも全く異なるプログラムを構築する必要があるでしょうか。

		各回の実施地域においては、自治会・町内会を取り巻く状況や抱える課題が異なることが想定されます。

特に、都市部と中山間地域では、自治会活動の実情や住民の意識・ニーズにも違いがあると考えられることから、５回とも全く異なるプログラムとする必要はありませんが、可能な範囲で各地域の実情や課題に応じた要素を取り入れたプログラム内容としてください。



		2

		－

		事業効果をより確実に見極めるため、独自の工夫・追加提案を行うことは可能でしょうか。

		可能です。
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